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援助投入から効果までのフロー（1）

� 1. ドナーのインセンティブ

� ドナーや援助機関内部のインセンティブ

� 2. 援助配分

� 配分の実態：政治的意向，旧植民地，汚職との関係

� 受入国の選別

� 援助配分とロビー活動

� 3. コンディショナリティとサマリア人のジレンマ

� サマリア人のジレンマの原因

� サマリア人のジレンマの解決策
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援助投入から効果までのフロー（2）

� 4. 援助モダリティ
� 援助の氾濫

� ドナー間競争／協調

� ファンジビリティ：転用と歳入

� 一般財政支援vsプロジェクト援助

� 5. 援助の効果
� 援助→貯蓄・投資

� 援助→政府消費

� 援助→略取・汚職

� 援助→経済成長，HDI，貧困削減
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1. ドナーのインセンティブ

�ドナーのインセンティブ
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ドナーのインセンティブ

� Martens et al (2002) The Institutional 
Economics of Foreign Aid

� [1]Ostrom et al (2002) Aid, Incentives and 
Sustainability
� Sidaの評価・改革提言の報告書

� 援助に携わる多様なプレーヤー（octangle）
� インセンティブと情報の観点から分析
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2. 援助配分

�援助配分の実態

�受入国の選別

�援助配分とロビー活動
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援助配分の実態

� 援助は歴史や政治的要因によって配分される
� [2]Alesina and Dollar (2000)， [3]Boone (1996), 

Burnside and Dollar (2000)
� 米ソは国連投票を援助で「購入」(Lundborg,1998)

� 援助の（事後的な）配分は汚職と無関係
� [4]Alesina and Weder (2002):
� 援助額と汚職に相関はない

� 債務削減と汚職に相関はない
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受入国の選別

� 配分がうまくいかない原因のひとつ？：ドナーは
受入国のタイプ（優等生 or 不良）が分からない

� 「優等生」＝「良い」受入国

� 貧困削減や開発目的の支出への選好が高い

� 効用＝α開発 ＋ （1-α）軍事

� タイプを示す情報が一部でも見えれば選別可能
� Poorの消費が見える（Azam and Laffont, 2003）
� 支出が見える（Cordella and Dell’Ariccia, 2002）
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援助配分とロビー活動

� ドナー国内のロビー活動
� 移民ロビー：Lahiri and Raimondos-Moller (2000)
� 援助業界ロビー：Villanger (2006)
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3. コンディショナリティとサマ

リア人のジレンマ

�サマリア人のジレンマ

�サマリア人のジレンマの解決策（理論）
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サマリア人のジレンマ

� サマリア人のジレンマ（動学的不整合）
� ドナーが，受入国の政策努力に関わらず，貧困があ
る限り援助を続ける

↓

� 貧困がある限り，政策努力に関わらず援助が来るの
で，受入側は政策努力をするインセンティブがない

� コンディショナリティ，コミットメント，援助関係のガバナ
ンス，受入側の動機づけ

� 理論研究のサーベイ：Paul (2006)
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サマリア人のジレンマ（原因）

� 援助コンディショナリティをコミットできない理由

� ドナーの利他性，援助の政治性

� 予算消化が目的（Svensson, 2003, 2005）
� 世銀SAL：改革努力（OEDの評価）と支出／コミット比
率に相関はない（[5]Svensson, 2003）

� ドナー国の「援助業界」がロビー（Villanger, 2006）

� 政策努力が立証不可

� 履行強制できない（国際裁判所がない）
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サマリア人のジレンマの解決策

� 援助の事後的な柔軟性（ソフトネス）を下げる
� タイド化（Svensson, 2000 JDE）

� 利他度が異なるエージェントに委託
� Svensson (2000, JDE), Hagen (2006, JDE)
� 例）北欧→世銀，アメリカ→世銀

� 相対評価（トーナメント）の導入
� Svensson (2003)
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4. 援助モダリティ

�援助の氾濫

�ドナー間競争／協調

�ファンジビリティ：転用と歳入

�一般財政支援vsプロジェクト援助
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援助モダリティと考慮事項

� 援助モダリティ
� マルチ vs バイ

� 借款 vs 贈与

� タイド vs アンタイド

� 一般財政支援（BS） vs プロジェクト援助（PA）

� 考慮事項
� 援助の氾濫・断片化（マルチvsバイ，BSvsPA）
� ドナー間競争／協調（マルチvsバイ，BSvsPA）
� ファンジビリティ（借款vs贈与，BSvsPA）
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援助の氾濫・断片化

� 援助の氾濫・断片化と調和化・アラインメント
� 煩雑，取引費用↑（Acharya et al, 2006）
� ドナーが自らのプロジェクトのために専門家を受入国
政府から引き抜き，国全体としての援助受入効果が
下がる「共有地の悲劇」が起こる（Knack and 
Rhaman, forthcoming）

� 援助の氾濫・断片化という観点からは，ドナーが地域
や国，プロジェクトの内容に基づいて特化☺

� 経済成長への効果：バイ＞マルチ： [6]Ram (2003)
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ドナー間競争／協調

� ただ乗り
� 貧困削減は公共財 → 援助が過少供給に

� ならば，ドナーは協調すべき？
� ドナーが協調すると・・・ （Torsvik, 2005）：
� 過少供給解消：援助量は増える可能性がある

� サマリア人のジレンマ：受入側の自助努力のインセン
ティブが削がれる可能性がある

� ドナー協調が望ましいかは条件による
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ファンジビリティ

� ファンジビリティの問題

� 直接的流用：援助をドナーの意図とは異なる用途に
流用

� 間接的転用：援助はドナーの意図通りの用途に使わ
れるが，「浮いた」予算で，ドナーの選好順位とは異な
るプロジェクトが実行される
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ファンジビリティ：流転用

� 援助と支出
� ハエ取り紙効果（flypaper effect）：援助（ハエ取り紙）

を出したところに，支出（ハエ）がくっつく

� インドネシア：あり（[7]Pack and Pack, 1990）
� ドミニカ：なし（Pack and Pack, 1993）

� Feyzioglu et al (1998)
� サンプル14ヶ国 → 転用，減税の兆候なし

� サンプル38ヶ国 → 転用，減税の兆候有り
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ファンジビリティ：歳入との関係

� 事例研究
� インドネシア：援助による支出増加分の半分は歳入増
で賄われた（ [8]Pack and Pack, 1990)

� ドミニカ：援助は減税や債務支払いに使われた可能
性がある（[9]Pack and Pack, 1993）

� 借款は歳入（税収）を増やすが，贈与は減らす
� [10]Gupta et al (2003):
� 援助を借款と贈与に分離し，歳入との相関をみた

� 汚職がひどいと，借款の歳入創出効果がない
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一般財政支援 vs プロジェクト援助

� 一般財政支援の考慮事項
� GBSは完全にファンジブルであるため，具体的なアウ
トプットを残しにくい（高橋，2005）

� GBSには（1）開発戦略の共有，（2）fiduciary risk管
理がセットになる場合が多い（大野・二井矢，2005）

� 政府の機能領域，オーナーシップ（大野・二井矢，
2005）
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一般財政支援 vs プロジェクト援助

一般財政支援が望ましくなる条件・・・
� [11]Cordella and Dell’Ariccia (2003):

� 援助／予算比が小さい
� 援助の割合が小さいので，PAにしてコンディショナリ

ティをかけても，支出配分をコントロールできない

� 受入国が「優等生」
� PAにしてコンディショナリティをかけないでも，ドナー

の意図に近い支出配分を選ぶ

� policy*BS > policy*PA
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5. 援助の効果
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援助の効果に関するサーベイ

� World Bank (1998)，Assessing Aid
� 「援助は時に見事に成功し，時に紛れもなく失敗し
た．」

� Hansen and Tarp (2000)
� 29の実証研究，131のクロスカントリーの推計式

� 援助 → 貯蓄，投資，成長 の推計結果を要約

� 参照している多くの研究は古く，推計で使われるサン
プル数が少ないことに注意が必要
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援助と貯蓄・投資

� 援助は貯蓄を減らす
� [12]Hansen and Tarp (2000)のまとめ：

� × 援助は貯蓄↑

� 援助は投資を増やす？
� ○ 援助は投資↑ → [13]Hansen and Tarp 

(2001), [14]Feyzioglu et al (1998)でも確認

� 援助は投資とは無相関（[15]Boone ,1996）
� 援助→投資→経済成長 を辿ったのはチュニジアの
み（[16]Easterly, 1999）
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援助と政府消費

� 援助は政府消費を増やす
� [15]Boone (1996):
� ○ 援助は消費にまわり，政府を肥大させる

� × 貧困指標・HDIを向上させる

� [17]Burnside and Dollar (2000):
� 二国間援助は政府消費と正の相関がある
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援助と汚職

� 援助は汚職を増やす
� [18]Alesina and Weder (2002):
� 援助↑ならば汚職↑，ただしその効果は1期で消える

� 反論？（Tavares, 2003）
� 援助は民族多様性が高いほど汚職を増やす
（Svensson, 2000）

� 援助が断片化していると，官僚機構の質が悪化
� [19]Knack and Rhaman (forthcoming)
� （断片化指標でない）素のAid/GDPでも負の効果
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援助と汚職

� 援助は途中で略取され，100%は届かない
� ウガンダの初等教育に対する支出のうち，実際に届
いたのは13%（[20]Reinikka and Svensson, 2004）

� 情報公開と監査の脅威で緩和可能
� 情報の伝達：新聞キャンペーンが略取を緩和
（Reinikka and Svensson, 2003）

� 監査をするとアナウンスすると，使途不明の支出が
8%下がる；住民による「草の根」型の監査はあまり効
果がない（Olken, 2005）
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援助と経済成長

� [21]Burnside and Dollar (2000)の命題

� 援助は「政策」が良い国では，経済成長を促進する

� “policy”･･･インフレ，財政赤字，SW指数

� 多くの批判が寄せられました

� 推計式の特定化（二乗項の有無，コントロール変数）

� 変数の定義

� Outlierの取り扱い

� 推計方法（GMM）

� 期間の伸張，サンプルの拡大
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援助と経済成長

� [22]Roodman (2004)による総括

� “whimsy”（きまぐれ）な推計：8つのBD型推計におい
て，データ期間が2つ，“policy”の定義が3つ，援助の
定義が3つ，コントロール変数セットが4つあった

� 86通りの推計式による頑健性のチェックを行う

� 脆弱：Aid*policy，aid，aid2の推計結果

� 頑健：tropicalの負の効果
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援助の効果：まとめ

援助によって･･･

■ ＋の効果を期待

� 貯蓄：-
� 投資：+, - ?
� 歳入：+, - ?
� 成長：0 （条件つき?）
� HDI：0

■ ｰ / 0 の効果を期待

� 政府消費：+
� 汚職：+
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政策，ガバナンス，制度

� 援助が有効となる条件
� 良い政策：Burnside and Dollar (2000)
� 良いガバナンス：World Bank (1998) Assessing Aid

� 経済成長を規定する制度
� 所有権の制度：Acemoglu et al (2001)
� 法の起源：La Porta et al (1998, 1999)
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今後の課題
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今後の研究課題（1）援助→成長

� 推計の頑健性の問題
� Extreme Boundary Analysis/Test: Levine and 

David (1992)
� Bayesian Averaging of Classical Estiamates

(BACE): Sala-I-Martin et al (2004)

� 操作変数の問題

� 援助の内生性：借款はパフォーマンスの良い国に出
される，etc
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今後の研究課題（1）援助→成長

� 地域間・multiple regime比較

� 援助のモダリティを分離
� 借款 vs 贈与： Sawada et al (2003)
� マルチ vs バイ： Ram (2003)
� BS vs PA: Cordella and Dell’Ariccia (2003)
� タイド vs アンタイド

� 援助の用途・セクター・粒の大きさを分離
� プロジェクトの即効性：Clemens et al （2004）
� 粒の大きさ：Knack and Rhaman (forthcoming)
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今後の研究課題（2）

� 実証的な課題

� 援助→投資のリンク

� 援助→成長 が有効となる政策・制度・ガバナンスの
特定

� 援助→HDI，貧困削減

� 援助→歳入

� 援助→制度（IMF, 2005, ch.3），援助依存（Moss et 
al, 2006)
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今後の研究課題（3）

� 援助モダリティ（理論）
� マルチvsバイ，一般財政支援vsプロジェクト援助，借
款vs贈与，タイドvsアンタイド

� 考慮事項

� ドナーの援助インセンティブ（ドナー間競争・協調）

� 援助の氾濫と取引費用

� ファンジビリティ

� 政府の機能領域，absorption capacity
� オーナーシップ
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